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九
月
一
一十
七
日
の
会
期
終
了
ま
で
、
一度
に
わ
た
O
会
期
妃
髭
て
】
一百
八
十
日
と
い
う
空
前
の
長
期
国
会

と
な
っ
た
狩
別
国
会
は
、
与
野
党
の
"
対
決
法
案
"
と
さ
れ
て
い
た
「筑
波
大
学
法
案
」
「
防
衛
二
法
案
」

「
国
鉄
運
賃
慎
上
げ
扶
案
」
の
反
人
民
的
三
法
案
を
可
決
成
立
さ
せ
て
そ
の
幕
を
閉
し
た
.
帝
国
主
残
的
政

治
・
社
会
秩
序
の
再
編
-
反
人
民
的
請
立
法
の
攻
撃
で
国
内
を
打
ち
固
め
、
議
会
制
ブ
ル
ジ
ョ
ア
独
裁
の
崩

壌
の
危
機
を
強
糎
的
に
乗
り
切
ら
ん
と
す
る
田
中
目
民
党
政
府
の
強
行
褒
勢
の
前
に
、
野
党
の
「
抵
塾

は

ポ
ー
ズ
の
み
に
終
わ
っ
に
.

閃艦「MII,7 「}H, `

京
大
で
は
、
教
獲
部
代
議
員
大
会
が
一
月
以
来
初
め
て
成
立
し
、
「筑
波
法
」
粉
砕
に
、
文
掌
部
と
と
も

M

 に
ス
五
フ
イ
キ
で
決
起
し
た
。
教
養
部
ス
ト
ラ
イ
キ
は
二
月
の
竹
本
処
分
粉
砕
闘
争
以
釆
で
、
一
回
生
に
と

う
て
は
も
ち
ろ
ん
初
め
て
の
体
験
で
あ
っ
た
が
、
「筑
波
法
」
粉
砕
の
こ
の
ス
上
フ
イ
セ
闘
争
が
、
攻
撃
対

象
を
政
府
・
文
部
省
、
国
会
に
明
確
に
絞
り
切
っ
て
展
開
さ
れ
た
と
は
い
え
ず
、
こ
の
大
衆
酌
昂
鋤
を
持
続

に「5

 

【

的
多
数
で
可
決
、
掌
生
共
闘
提
案
は
否

決
さ
れ
た
。

続
い
て
、
特
別
提
案
の
採
決
も
行
わ

れ
、
筑
疲
共
闘
提
案
は
賛
成
四
[
五

で
、
C
戦
線
・
現
中
研
共
同
提
案
は
貴

成
三
七
三
で
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
た

が
、
総
長
選
改
弔
委
と
掌
生
平
相
委
の

提
案
は
、
賛
成
が
百
名
を
越
え
る
こ
と

な
く
否
決
さ
れ
た
。

こ
の
結
果
、
翌
卜
二
日
か
ら
教
獲

部
は
二
月
以
来
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突

入
、
正
門
に
は
バ
リ
ケ
ー
ド
が
樹
築
さ

れ
、
ス
ト
ラ
イ
キ
闘
争
の
魍
勢
が
整
え

ら
れ
た
。

教養部長団交貫徹す
一200名の学生が結集一

五つの確約書 かちとる

 

敦
嚢
鄙
ス
ト
ラ
イ
キ
の
最
絶
日
で
あ

る
九
月
二
ー
七
日
、
C
ス
ト
夷
は
栗
慣

之
介
教
遷
郡
長
と
の
犬
飛
団
父
を
か
ち

と
っ
た
。

さ
せ
発
展
さ
せ
る
方
裡

の
提
示
は
今
だ
に
+
分
に
は
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
.

代
議
員
大
会
成
功
す

■

教養部

二
月
以
来
の
ス
ト
に
突
入

九
月
十
二
日
、
教
餐
部
代
凝
貝
六
会

が
行
わ
れ
、
教
愛
部
ス
ト
ラ
イ
キ
実
打

委

(C
ス
ト
実
)
提
条
が
圧
倒
的
多
数

で
可
決
さ
れ
て
、
「
筑
汲
-
反
動
諸
立

法
粉
砕
」
を
掲
げ
て
十
一百
か
ら
二
十

七
日
ま
で
の
教
餐
部
ス
ト
ラ
イ
串
で
決

起
す
る
こ
と
が
決
足
さ
れ
た
。

国
会
で
の
筑
汲
法
留
議
が
与
野
党
の

な
れ
あ
い
の
内
に
底
み
、
緊
坦
化
す
る

申
で
、
教
餐
邪
で
は
、
C
ス
ト
実
に
ょ

う
て
筑
波
法
粉
砕
の
闘
争
態
勢
の
確
立

が
遣
め
ら
れ
た
。
教
養
郡
当
周
は
、
九

月
三
日
か
ら
の
期
間
外
賦
駅
、
十
三
日

か
ら
の
足
期

試
朕
の
強
行
を
策
し
た

が
、
C
ス
ト
冥
は
連
日
の
期
聞
外
試
験

に
介
入
、
全
て
の
試
駿
を
中
止
さ
せ
て

ク
ラ
ス
諭
訂
に
切
り
換
え
、
一
回
生
を

中
心
に
ほ
と
ん
ど
の
ク
ラ
ス
で
活
発
な

ク
ラ
ス
訂
齢
が
行
わ
れ
て
、
代
畿
員
の

選
出
も
進
み
、
代
膿
員
大
会
に
向
け

窟

ノ

て
、
教
饗
部
の
速
勤
は
一
-
二
月
の
竹

本
処
分
粉
砕
闘
争
以
来
の
盛
り
上
り
を

見
せ
て
い
た
.

四
月
以
降
、
代
議
員
大
会
は
数
風
設

足
さ
れ
な
が
ら
も
全
て
洗
会
に
終
わ
っ

て
い
た
が
、
こ
の
日
の
代
議
員
大
盆

は
、
七
百
名
を
越
え
る
代
議
員
が
登
録

し
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
含
め
て
干
名
に

も
の
ぼ
る
掌
生
が
会
場
の
法
経
一教
室

を
埋
め
尽
し
、
熟
気
の
立
ち
こ
め
る
申

で
始
め
ら
れ
た
。

代
議
員
大
会
で
は
、
ま
ず
C
ス
ト
実

か
5
、
「壮
大
な
歴
史
の
胎
動
の
中
、

全
共
闘
巡
動
を
愛
け
継
ぎ
、
筑
波
ー
反

動
諸
立
法
粉
砕
を
掲
げ
、
9
・
13
ー
〃

C
ス
ト
で
立
て
/
」
と
し
て
、
国
会
ハA

期
の
終
了
ま
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
闘
争
で

筑
波
法
を
粉
砕
す
る
こ
と
を
基
調
的
に

訴
え
る
議
案
轡
が
提
起
さ
れ
た
。

一
方
、
C
掌
生
共
闘
(民
掌
同
)
か

ら
は
、
「維
長
襲
へ
の
.∫
生
直
横
参

加
」
の
獲
得
を
骨
†
と
す
る
歳
集
霞
が

提
起
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
特
別
提
梨
と
し
て
、
C
汎

波
粉
砕
共
闘
か
ら
、
教
震
鄙
長
副
父
、

総
長
・
事
務
局
長
団
交
な
ど
を
訴
ん
Φ

議
案
が
提
起
さ
れ
、
ま
た
、
「朝
鮮
人

民
の
自
主
的
祖
国
統
一
運
動
文
持
」
を

骨
子
と
す
る
特
別
提
案
が
C
戦
線
・
現

中
研
の
共
同
費
案
と
し
て
堤
起
さ
れ

た
白
さ
ら
に
、
総
長
選
改
車
委
、
㌣
生

平
和
委
(い
ず
れ
も
民
学
同
系
)
か
ら

も
特
別
提
案
が
行
わ
れ
た
。

採
決
の
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

(登
録
数
七
三
二
、
定
足
数
五
〇
四
、

出
席
数
六
四
七
、
過
半
数
三
二
四
)

賛

反

保

棄

G
ス
ト
笑

幡

鵬

46

18

掌
生
共
闘

鵬

謝

鵬

80

こ
の
結
果
、
C
ス
ト
実
提
案
は
圧
倒

200名を越える学生が東教養部畏を遇及する(9・27教 養部長団交)

教
嚢
部
A
号
餌
概
敦
室
で
行
わ
れ
た

団
交
に
は
、
二
百
名
を
越
え
る
学
生
が

結
築
し
て
廊
下
に
ま
で
あ
ふ
れ
、
ま
ず

二
回
の
団
交
嬰
求
か
ら
の
逃
亡
の
自
己

批
判
を
東
教
獲
部
長
に
迫
り
、
次
の
よ

う
な
確
認
密
を
獲
得
し
た
。

二

、
九
月
十
九
日
、
二
十
二
日
の

団
又
要
求
か
ら
の
逃
亡
を
目
己
批
判
し

今
後
字
生
か
ら
の
要
求
が
あ
っ
た
場
合

教
育
賀
任
の
あ
る
教
彊
部
長
の
V
場
と

し
て
必
ず
応
じ
る
」

そ
し
て
、
九
月
三
日
か
ら
の
期
間
外

試
獣
の
強
行
が
、
当
時
緊
週
化
し
て
い

た
筑
波
法
粉
砕
闘
争
に
学
生
の
分
断
を

も
ち
込
む
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
学
生

が
中
止
を
要
求
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

強
行
し
た
(結
果
的
に
は
C
ス
ト
実
に

ょ
っ
て
す
べ
て
ク
ラ
ス
訂
飴
に
切
り
換

え
ら
れ
た
が
)
こ
と
に
つ
い
て
遣
及
を

竹
な
い
、
次
の
自
己
批
判
を
か
ち
と
っ

た
。「
二
、
期
間
外
鼠
獣
は
、
筑
汲
閻
題

と
の
関
係
⊥
、
不
郡
合
で
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
そ
れ
を
彊
行
し
、
診
生
か

蝉 部
一
周

「

、

ら
の
問
題
提
起
を
黙
殺
し
た
こ
と
を
目

己
批
判
オる
」

次
に
、
六
月
二
+
八
日
の
教
餐
鄙
池

由
研
究
室
へ
の
官
憲
乱
入
と
、
前
田
総

長
に
よ
る
、
竹
本
処
分
問
題
に
関
す
る

評
議
会
質
料
の
讐
寮
へ
の
売
り
渡
し

(
本
紙
八
月
二
十
目
号
参
照
)
の
事
実

を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
費
任
を
逼
及

し
、
次
の
礎
認
警
を
得
た
。

コ
ニ
、
六
月
二
十
八
日
の
事
態
に
関

し
て
、
こ
れ
ま
で
「切
明
ら
か
に
し
て

こ
な
か
っ
た
こ
と
を
宙
己
批
判
し
、
今

後
、
自
分
の
知
っ
た
事
実
等
に
関
し
て

全
構
成
員
の
前
に
明
ら
か
に
し
討
論
し

て
い
く
こ
と
を
碓
醗
す
る
」

そ
し
て
、
最
後
に
、
「
毒
物
タ
レ
洗

し
を
糾
弾
す
る
会
」
と
「
関
西
生
野
イ

タ
イ
イ
タ
イ
病
愚
番
さ
ん
を
支
猿
す
る

盆
」
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
る
公
開
貿
問

状
と
、
入
管
研
究
会
と
解
放
運
動
研
究

会
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
る
要
求
醤
に
対

し
て
、
一
週
聞
以
囚
の
回
吾
と
大
衆
訂

論
会
の
設
足
を
「確
認
晋
四
・
五
」
と

し
て
惟
約
さ
せ
た
。

十
二
日
の
代
議
員
大
弐
の
成
功
と
、

ス
ト
ラ
イ
キ
闘
争
と
い
う
、
教
蓑
部
の

運
動
の
大
衆
的
昂
揚
の
前
に
、
東
教
長

部
長
は
こ
の
日
の
団
交
に
応
し
ざ
る
を

得
な
く
な
り
、
学
生
の
逼
及
に
右
記
の

よ
う
な
碓
約
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の

碓
約
の
履
行
は
何
ら
保
障
さ
れ
て
お
ら

ず
、
今
後
の
遮
勤
の
狩
漁
的
展
開
が
問

わ
れ
て
い
る
。
」

1

騒
動
予
備
罪
な
ど
を
新
設

九
月
十
七
日
、
法
制
審
議
会
総
会
は

改
定
刑
法
草
案
の
審
議
を
行
な
い
草
案

「
各
則
」
の
六
章
か
ら
九
章
ま
で
を
採

決
に
よ
り
原
案
通
り
に
採
択
し
た
。
法

制
審
に
お
け
る
刑
法
改
趾
案
の
審
議

は
、
刑
事
法
特
別
部
会
に
よ
る
改
正
刑

法
草
案
を
も
と
に
七
二
年
四
月
か
ら
の

一
年
間
に
わ
た
る
討
醸
の
の
ち
、
こ
の

学
生
大
会
に
勝
利
す

筑
波
法
粉
砕
へ
体
制
構
築

九
月
r
日
、
午
後
一
時
か
ら
文
学

ゐ
第
一
湾
議
㍗
に
お
い
て
、
文
学
部
学

月
人
A
が
開
催
さ
れ
、
文
学
部
学
友
会

-
又
銘
部
闘
偽
会
無
会

(L
闘
)
提
案

の
議
条
が
圧
倒
的
に
賛
成
多
数
で
採
択

さ
れ
ハ
・
一
二
～
二
七
、
十
。
八
の
文

字
ゐ
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
め
た
。

こ
の
日
の
学
生
大
会
は
、
直
前
に
追

っ
て
い
た
}
筑
汲
大
学
法
」
の
参
院
通

過
に
対
し
、
早
急
に
闘
争
体
制
を
栂
築

せ
ん
と
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。

L
闘
か
ら
提
楽
さ
れ
た
議
案
の
骨
予

は
、
脇
入
月
筑
汲
粉
砕
闘
争
の
昂
崩
を
受
け

継
ぎ
、
九
月
筑
汲
ー
反
動
諸
浸
の
成

立
を
阻
止
し
ょ
う
/

圃
六
・
二
八
の
当
局
-
権
力
の
瘤
着
を

3

粉
砕
し
竹
本
処
分
を
粉
砕
せ
よ
/

圏
狭
山
差
別
裁
判
ー
十
一
肩
再
開
公
判

闘
争
に
結
集
し
ょ
う
/

嗣
岩
山
大
鉄
塔
を
死
守
し
「
新
菓
京
国

際
聖
港
」
の
開
港
を
阻
止
し
ょ
う
/

翻
新
全
総
-
列
鮎
改
遺
論
粉
砕
ー
ー
伊

方
原
発
粉
砕
/

圃
京
都
市
役
所
の
タ
コ
部
屋
温
存
行
政

糾
弾
/

囹
董
別
-
選
別
教
育
研
究
体
制
解
体
/

囹
学
部
長
団
交
-
評
議
員
団
交
を
勝
ち

と
れ
/

ま
た
、
行
動
提
起
と
し
て

▽
九
・
二
}～
二
七
、
十
。
八
又
学
部

ス
ト
に
決
起
せ
よ
/

更
に
文
学
部
学
友
会
常
任
委
か
ら
、

O
文
学
部
学
反
会
に
よ
る
者
山
大
鉄
塔

「国
民
的
合
意
」を
許
す
な

四
月
二
十
日
よ
り
各
章
ご
と
の
採
決
に

は
い
っ
て
い
た
。
四
、
五
、
六
月
の
総

会
に
お
い
て
は
、
刑
法
改
正
ー
保
安
処

分
新
設
阻
止
に
む
け
た
闘
い
に
対
し
法

務
省
一帯
の
厳
戒
体
制
を
も
ヱ
て
圧
殺

し
っ
つ
、
草
案
「総
則
」
の
各
章
を
一

部
の
修
正
(判
決
の
宣
告
猶
予
制
の
削

除
)
を
除
き
、
草
案
通
り
に
採
択
し
て

`

=

酵

の
共
有
化
を
克
ち
取
ろ
う

○
一一里
塚
空
港
粉
砕
、
大
鉄
塔
防
衛
。

O
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
衆
澱
ー
】
期
工
事
粉

砕
ー
の
三
里
塚
闘
争
に
関
す
る
特
別
提
案

が
提
案
さ
れ
た
。

学
友
会
委
員
畏
に
よ
る
提
案
説
明
・

一
般
訂
議
の
後
三
時
す
ぎ
、
採
決
に
移

っ
た
。
緒
果
は
次
の
遡
り
、

○
在
籍
者
数
鯉
、
Q
定
足
数
㎜
、
一

〇
登
録
数
泌

○
出
席
者
拠
、
一

〇
過
半
数
鵬

・
賛
成
篇

反
対
1

保
・棄
0

・
特
別
提
案
-
賛
成
勘

以
上
の
紬
果
に
よ
り
、
文
掌
部
学
友
会

ー
L
闘
提
案
の
議
案
が
可
決
さ
れ
た
。

な
お
一
貫
し
て
L
「全
」
連
(
民
脊

系
)
は
今
回
も
全
く
姿
を
見
せ
な
か
っ

た
。
」

き
た
も
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
六
月
一一十
二
日
の
総
会

に
お
い
て
は
、
法
制
審
内
の
反
対
を
も

お
し
き
り
「
第
十
六
章
保
女
処
分
」
の

新
設
を
決
定
し
、
同
日
を
も
っ
て
「
総

則
」
の
審
議
を
終
了
し
た
。
七
月
六
日

の
総
会
は
、
保
安
処
分
新
設
強
行
採
択

を
弾
劾
す
る
闘
い
の
中
で
開
か
れ
草
案

「各
則
」
の
冨
護
を
行
な
っ
た
。
同
日

の
審
議
に
お
い
て
は
、
第
「
章

(内
乱

に
関
す
る
諺
)
か
ら
第
五
章
(公
拐
妨

害
の
罪
)
ま
で
の
採
決
が
行
な
わ
れ
、

「外
国
元
首
・
使
節
に
君
す
る
暴
行
・

脅
逼
・侮
辱
」
罪
、
「
公
務
員
機
密
漏

示
」
罪
な
ど
に
関
す
る
修
正
案
(削
除

を
求
め
る
案
)
を
い
ず
れ
も
合
決
し
、

草
案
通
り
に
採
択
さ
れ
た
。

「
外
国
元
首
・
使
節
に
対
す
る
暴
行

等
」
は
、
昭
和
二
十
二
年
の
改
正
の
さ

い
に
不
敬
罪
と
と
も
に
現
行
刑
法
よ
り

削
除
さ
れ
た
規
定
で
あ
り
、
今
回
の
改

正
草
案
へ
の
復
活
は
、
不
敬
罪
笹
活
へ

の
布
石
と
も
み
な
さ
れ
、
ま
た
「外
交

関
係
の
継
持
・
保
護
」
の
名
の
も
と
に

反
革
命
対
外
政
策
に
対
す
る
労
働
者
人

民
の
闘
い
の
圧
殺
を
も
孕
ん
だ
も
の
と

い
え
る
。
ま
た
「
公
務
員
の
機
密
瞬

示
」
罪
は
、
現
行
の
国
家
公
務
員
法
、

地
方
公
務
員
法
の
規
足
を
量
刑
を
引
き

上
げ
た
上
で
刑
法
に
と
り
入
れ
た
も
の

で
あ
り
、
「
機
密
」
の
概
念
の
あ
い
ま

い
さ
な
ど
、
行
政
機
力
の
肥
大
化
の
下

で
の
反
革
命
対
内
対
外
政
策
の
遂
行
を

容
易
に
せ
ん
と
す
る
規
定
で
あ
る
。

ま
た
、
「
公
務
執
行
妨
害
」
罪
は
刑

の
上
限
が
コ
ニ
年
」
か
ら
「
五
年
」
に

引
き
上
げ
ら
れ
、
ま
た
内
乱
罪
の
参
加

(現
行
法
で
は
付
和
随
行
)
未
遂
の
処

罰
規
定
が
新
設
さ
れ
る
な
ど
、
治
安
防

衛
を
前
面
に
お
し
出
し
た
規
定
も
採
択

さ
れ
た
。

九
月
十
七
日
の
総
会
は
、
七
月
の
総

会
に
続
い
て
「
各
則
」
六
章
(逃
走
及

び
蔵
匿
の
罪
)
か
ら
九
章

(騒
勤
の

罪
)
ま
で
の
十
九
の
条
文
の
採
決
が
行

な
わ
れ
た
。
同
日
の
採
決
に
は
次
の
各

条
文
を
中
心
に
ト
も
の
修
正
案
が
出
さ

れ
た
が
い
ず
れ
も
合
決
さ
れ
た
.「廠
動

予
備
」
罪
、
「
保
女
施
設
・
少
年
施
設

か
り
の
逃
走
」
罪
、
「
刑
務
所
内
の
集

団
反
抗
」
罪
(以
上
は
新
設
罪
で
削
除

を
も
と
め
る
案
)
、
「騒
動
」
罪
、

「証
拠
隠
滅
・
此
人
蔵
置
」
罪
、
「多

衆
不
解
散
」
罪
(以
上
は
量
刑
の
引
上

げ
、
構
成
要
件
の
拡
大
が
行
な
わ
れ
兀

も
の
で
現
行
法
通
り
を
要
求
す
る
案
　

と
り
わ
け
「
騒
勤
予
備
」
罪
の
新
讃

は
、
そ
の
制
定
理
由
が
「
現
行
法
の
騒

乱
非
の
厳
格
解
釈
に
よ
り
大
規
模
な
も

の
に
限
定
さ
れ
て
き
た
の
で
、
予
備
の

段
階
で
検
挙
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
」
「破
防
法
で
取
り
締
る

こ
と
の
で
き
る
『政
治
上
の
主
競
』
な

ど
の
目
的
が
明
白
で
な
い
場
合
ま
た
は

凶
器
準
傭
集
合
の
成
立
す
る
以
前
の
段

階
で
事
前
の
抑
制
を
図
る
必
要
が
あ

る
」
と
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、

騒
乱
罪
、
破
防
法
、
さ
ら
に
は
凶
器
準

備
集
合
な
ど
で
は
弾
圧
で
き
な
い
状
態

の
も
の
を
も
予
防
的
に
検
束
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
同
条
文
は
「多
衆

を
集
合
さ
せ
、
ま
た
は
凶
器
を
準
襯
し

た
者
」
と
規
足
し
、
多
少
と
も
大
規
模

な
集
会
に
対
し
て
は
冒
憲
の
姿
意
に
よ

り
適
用
で
き
る
道
を
ひ
ら
い
て
お
り
、

「
多
衆
不
解
散
」
罪
の
要
件
の
拡
大

(
「
多
衆
が
集
舎
し
て
、
暴
行
ま
た
は

脅
迫
を
す
る
切
迫
し
た
危
険
が
あ
る
場

合
」
「暴
行
ま
た
は
脅
迫
を
す
る
為
」

)
と
と
も
に
、
大
衆
運
動
へ
の
直
接

的
弾
圧
法
規
の
性
格
を
あ
ら
わ
し
て
い

る
。ま
た
「
刑
務
所
内
の
集
団
反
抗
」
罪

は
、
「
団
結
に
よ
る
威
力
を
用
い
て
反

抗
し
だ
と
き
」
と
の
要
件
に
よ
り
、
監

獄
床
、
被
疑
者
留
置
規
則
改
悪
に
灯
す

る
獄
中
で
の
闘
い
を
肚
斌
し
、
封
起
苑

一

舎
、
ハ
ン
ス
ト
等
の
獄
中
闘
争
を
は
し
一

め
、
「
犯
罪
者
一
解
取
へ
む
け
た
石
監

「馨

」
の
闘
い
を
藻

殺
ぜ
ん
㎜

去
る
ハ
月
二
十
一日
昼
、
完
全
武
装
の
車
マ
ル
派
約
二
+
名
が
、
京
都
大

学
新
聞
社
の
活
動
拠
点
で
あ
る
編
集
室
に
乱
入
、
約
二
寸
分
間
に
わ
た
り
、

暦
あ
わ
せ
た
本
社
事
務
職
員
A
さ
ん
に
対
し
「
九
月
十
四
日
の
二
人
の
膚
殺

の
轡
荏
を
と
れ
」
「新
聞
社
の
事
務
員
で
も
基

は
免
れ
怨
い
そ
」
と
威
嚇

し
、
更
に
編
集
部
の
資
料
等
を
盗
み
出
し
逃
亡
し
た
、

こ
の
日
朝
、
麓
マ
ル
派
は
、
自
派
が
何
ら
躇昆
匡あ
る
煙
動
麓

開
し
て
い

な
い
泉
郡
大
学
に
武
装
情
直
に
登
場
、
教
養
部
ス
ト
冥
の
諸
君
の
弾
劾
の
副

に
退
敬
す
る
や
、
や
み
く
も
に
西
那
構
内
の
本
杜
編
集
至
を
襲
っ
た
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
京
大
新
聞
読
者
に
よ
る
屯
マ
ル
派
へ
の
軌
議
が
な
さ
れ
る
や
、

あ
わ
て
て
、
「
編
集
部
を
絶
対
に
許
さ
な
い
」
と
い
う
捨
て
ぜ
り
ふ
を
銭

し
、
手
あ
た
り
次
第
に
資
料
を
持
っ
て
逃
げ
出
し
た
の
で
あ
る
。

右
の
瑠
態
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
京
都
大
学
新
聞
社
は
、
全
て
の
京
那
大

学
の
学
生
、
教
職
員
、
そ
し
て
全
国
の
読
者
、
及
び
共
に
闘
う
大
衆
茜
醐
体

に
対
し
て
、
次
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
、
同
時
に
、
蚤
其
同
革
マ
ル
派
、
マ

ル
学
同
革
マ
ル
派
に
対
し
て
、
自
昌
批
判
と
菰
奪
物
品
の
迷
か
な
ム
選
を
畏

求
す
る
。亀
う
と
こ
ろ
の
、九
月
」
四
日
の

」
と
は
↓
四
日
の
深
夜
、
翌

臼
の
ミ
ノ
ド
ウ
ェ
ー
横
須
賀
母
庖
化
阻
止
闘
争
の
運
備
の
π
め
に
神
奈
川
人

学
に
泊
り
こ
ん
で
い
た
反
帝
掌
評
の
部
隊
に
対
し
、
革
マ
ル
派
二
百
名
が
夜

襲
を
か
け
た
際
、
そ
の
戦
闘
の
中
で
胃
マ
ル
派
二
名
が
死
亡
し
た
事
態
と
想

わ
れ
る
。

そ
の
こ
と
ご
わ
れ
わ
れ
が
責
任
に
問
わ
れ
る
な
ど
全
く
も
っ
て
不
～
な
目

い
が
か
り
に
遺
ぎ
な
い

ま
た
疲
ら
が
ど
う
弁
明
し
よ
う
と
、
一皿」-
一
日
の

叢
マ
ル
派
に
よ
る
編
集
室
へ
の
襲
撃
は
、
一切
の
修
飾
を
耕
し
て
い
え
ば
、

政
治
党
派
に
よ
る
大
衆
運
勤
へ
の
暴
力
的
威
嚇
、
脅
煽
行
為
で
あ
り
、
し
か

も
フ
ァ
シ
ス
ト
や
日
共
ス
タ
ー
リ
ニ
ス
ト
同
様
の
手
段
を
魍
ば
ぬ
一]論
の
妨

害
と
封
殺
を
意
図
し
て
い
る
。

一
、わ
れ
わ
れ
京
都
大
学
新
聞
社
は
、繰
り
堰
し
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
つ

に
自
ら
の
活
勘
の
諭
理
を
次
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
る
。
即
ち
、
学
生
新
図

と
は
①
当
亥
の
学
園
、
地
減
に
お
け
る
大
衆
運
動
が
、
そ
の
運
動
内
部
に
領

有
す
る
社
会
的
、
階
級
的
な
交
通
手
段
で
あ
り
、
②
大
衆
遮
勤
の
内
外
へ
の

発
展
を
獲
碍
す
る
武
器
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
編
集
員
は
、
従
っ
て
、
こ
の
大

衆
的
に
領
有
さ
れ
た
学
年
薪
聞
製
作
の
任
務
を
分
黛
し
て
担
っ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

ま
た
、
編
集
耶
は
、
他
の
人
衆
運
動
諸
団
体
と
の
様
女
な
形
態
で
の
共
闘

や
相
皇
批
判
を
噸貫
し
て
遍
求
し
μ
整
な
努
力
を
重
ね
て
き
た
.
更
に
、
わ

れ
わ
れ
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
正
竹
な
批
判
に
対
し
て
、
譲
る
こ
と
の
で
き
な

い
原
則
と
し
て
常
に
相
互
発
展
的
な
対
応
を
堅
持
し
て
来
た
、

そ
し
て
、
学
生
新
聞
が
そ
れ
を
領
有
す
る
入
衆
運
動
の
発
屍
を
晒
け
て
、

今
日
の
階
級
闘
争
、
字
仙
運
勤
、
虐
げ
う
れ
た
煮
階
層
の
杜
会
速
動
の
申
こ

い
か
な
る
読
者
を
対
象
と
し
、
い
か
な
る
娘
域
を
騙
樂
領
域
と
ず
る
か
に
君

す
る
廻
求
に
お
い
て
も
格
段
の
努
力
を
は
ら
っ
て
来
た
.
ま
し
て
や
、
わ
れ

わ
れ
は
編
巣
力
針
を
符
疋
の
政
拍
団
体
や
他
の
遮
勤
狙
峨
に
依
存
、
従
属
さ

せ
る
こ
と
ば
全
く
あ
り
え
な
い
。

一
、
わ
れ
わ
れ
の
活
動
が
以
上
の
譜
肖
に
貫
か
れ
て
い
勾
と
さ
、
今
]
の

実
的
な
力
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

一、
わ
れ
わ
れ
は
玖
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
.
早
大
を
セ
ク
、
土
義
的
に

几立
配
し
、
一
切
の
人
衆
遼
動
を
当
局
と
一
体
と
な
っ
て
暴
、刀的
に
比
殺

し
こ
き
た
革
マ
ル
派
が
、
川
口
人

一郎
君
の
雇
殺
に
よ
っ
て
七
の
醜
悪
な
本

質
を
満
天
下
に
曝
け
誠
し
、
早
人
四
万
の
戸
生
の
邉
及
に
よ
っ
て
全
く
旭
い

つ
め
ら
れ
て
い
た
、
こ
れ
に
対
し
瀞
マ
ル
派
は
早
大
の
先
進
的
な
字
生
に
対

し
、
テ
ロ
・
リ
ン
チ
の
日
常
朗
全
凹
仁
を
仔
い
、
あ
れ
こ
れ
の
レ
ノ
7
ル
張

り
に
よ
っ
て
こ
の
砥
嫉
を
単
な
⇔
兄
派
飢
争
に
見
せ
か
け
園
故
し
ょ
う
と
し

た
こ
と
い
そ
れ
に
も
久
敗
す
る
や
、
九
月

l
L
日
の
早
人
授
業
開
始
を
門

に
、
階
級
闘
争
と
は
全
く
無
磁
な
地
八
こ
、
甲
人
全
..
臼
動
委
を
中
心
と
し

た
早
入
生
、
反
対
諸
努
力
を
た
た
肉
体
陶
に
抹
殺
す
る
た
め
の
】
速
の
打
動

を
勺
な
っ
た
こ
と
.
九
月
「
四
目
の
事
態
も
て
の
一
環
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

、革

マ
ル
派
ー
よ
る
編
集
室
乱

、物
品

の
略
奪
を
弾
劾
す
る

τ
マ
ル
派
の
行
為
は
次
し
て
㎡
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
即
ち
、
専
マ
ル
派

の
わ
れ
わ
れ
に
対
す
る
"
為
の
中
に
は
、
自
守
陶
な
入
衆
座
幼
に
対
ダ
る
以

治
見
派
と
し
て
の
態
度
の
か
け
ら
も
無
い
ば
か
り
か
、
そ
の
行
、
は
薄
⊇

へ
ら
な
イ
チ
オ
ロ
ギ
ー
を
も
っ
て
"
党
派
4
を
自
称
し
、
日
々
坦
の
に
し
む

よ
う
な
闘
い
を
展
開
し
て
い
る
入
女
の
上
に
君
臨
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ

る
。自
ら
の
思
想
構
直
に
似
せ
て
他
も
「そ
う
あ
り
な
ん
」
と
、
嬉
マ
ル
派
は

全
て
の
大
衆
団
体
は
何
ら
か
の
特
疋
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
下
に
同
ひ
円
的
に

従
属
し
、
「
大
衆
団
体
」
は
便
宜
的
習
板
-
仮
面
て
し
か
な
い
と
思
い
こ
ん

で
い
る
。
だ
が
し
か
し
、
そ
う
し
た
小
ち
ん
ま
り
し
た
赤
色
サ
ー
ク
ル
と
は

全
く
異
な
り
、
わ
れ
わ
れ
の
活
動
は
学
生
、
労
働
者
天
衆
の
日
々
の
生
き
ざ

ま
と
豊
富
な
大
衆
運
動
の
只
中
に
そ
の
原
則
を
ユ
て
、
こ
う
し
た
努
力
の
現

京

都

大

学

新

入
社

昨
勾
卜
】月
八
日
の
ぎ
マ
ル
派
に
よ
る
川
口
大
二
郎
君
の
虐
殺
絃
、
わ
れ

わ
れ
に
と
っ
て
も
べ
き
な
衡
撃
⊂
あ
っ
た
.
部
落
解
放
を
、
享
生
・
労
働
者

の
ほ
い
杓
会
哲
を
晒
級
的
な
用
結
に
生
み
直
し
、
労
働
者
人
民
の
政
拍
、配

を
お
ち
ゾ
て
る
た
め
の
爪
可
此
の
課
題
と
し
て
闘
っ
て
き
泥
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
の
こ
6
、
差
別
壱
井
汲
裁
判
セ
の
退
9
直
前
で
全
く
予
断
を
評
さ
な
い
狭

山
差
別
藏
判
糾
弾
闘
争
に
全
力
を
傾
庄
し
闘
っ
て
い
た
、
し
か
し
、
川
口
君

は
そ
の
同
じ
活
動
の
故
を
も
っ
て
、
そ
の
闘
い
の
只
中
で
殺
さ
れ
た
の
だ
。

こ
の
恐
る
べ
き
扇
態
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
、
革
マ
ル
派
の
貴
任
を
遺
及
せ

ん
と
ず
る
の
は
、
入
衆
運
動
を
、
と
り
わ
け
部
落
解
放
連
動
を
推
遮
せ
ん
と

す
る
者
の
当
然
の
貴
務
で
あ
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
は
、
紙
面
に
お
い
て
も
早
大
全
学
行
動
委
を
申
心
と
し
た
革
マ

ル
糾
弾
・
早
大
解
放
の
闘
い
に
運
帯
を
表
明
し
支
援
を
お
し
ま
な
か
っ
た
。

「
九
月
+
四
日
の
事
態
の
貴
佳

云
々
」
は
、
わ
れ
わ
れ
の
こ
う
し
た
一

連
の
活
動
へ
の
圧
殺
を
慈
図
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
こ
れ
こ
そ
、

革
マ
ル
派
に
よ
る
、
九
月
↑
四
日
に
始
ま
る
一
連
の
行
勤
の
性
格
と
、
自
派

の
反
階
級
性
を
自
b
耳
昌
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
革
マ
ル
派
は
、
自
ら

の
生
-
死
を
か
け
た
狛
動
の
中
で
、
少
な
く
と
も
闘
う
も
の
と
し
て
歴
史
に

責
任
を
持
と
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
自
ら
の
な
し
た
行
為
に
つ
い
て
、
あ

れ
こ
れ
の
ゴ
マ
カ
シ
で
な
く
、
労
働
君
、
人
民
の
正
当
な
批
判
に
甘
ん
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

一
、
わ
れ
わ
れ
は
、
階
級
闘
争
の
則
進
の
た
め
に
党
派
闘
争
が
大
衆
的
規

榎
ご
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
決
し
て
否
疋
は
し
な
い
。
そ
れ
が
、
諸
階
級
、
諸

階
層
の
社
盆
性
の
亀
烈
と
相
瓦
の
せ
め
き
合
い
で
あ
る
以
上
、
む
し
ろ
必
然

で
あ
る
。
だ
が
し
か
し
、
全
て
の
人
女
の
前
に
そ
の
論
争
点
を
明
ら
か
に

し
、
そ
の
止
揚
と
入
衆
的
呵
進
を
目
ざ
し
て
こ
そ
意
義
あ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
他
克
派
や
他
の
大
衆
雌
動
の
単
純
な
抹
殺
の
み
を
意
図
す
る
かた
め
に

す
る
党
派
闘
争
4
は
決
足
的
に
反
階
級
的
で
あ
る
。
自
ら
の
運
勤
を
阻
書
す

る
召
に
対
し
て
も
、
そ
れ
が
敵
擢
力
や
そ
の
手
先
あ
る
い
は
反
瓢
命
勢
力
で

な
い
か
ぎ
り
、
そ
の
相
手
の
変
革
を
過
る
努
力
を
欠
く
態
度
で
の
反
対
、
弾

劾
あ
ま
つ
さ
λ
物
理
的
破
壊
は
決
疋
的
に
誤
っ
た
行
為
で
あ
る
.
わ
れ
わ
れ

の
酒
動
に
灯
し
て
、
何
ら
批
判
す
る
こ
と
な
く
、
た
だ
単
に
物
埋
的
暴
力
を

駆
便
し
て
妨
吾
す
る
な
ど
と
い
う
の
は
、
す
く
な
く
と
も
「革
命
的
共
麗
主

義
」
「革
命
的
マ
ル
ク
ス
上
銭
」
を

鵡り
か
ざ
す
鄙
分
の
87
動
の
範
晦
に
は

あ
り
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。

以
⊥
の
y
場
に
お
い
て
、
わ
れ
η
れ
は
了
共
同
・
多
マ
ル
派
、
マ
ル
学
同

・
範
マ
ル
派
に
対
し
て
、

①
九
月
二
r
一
日
編
象
室
仙
入
と
物
,川略
靴
の
自
己
批
判

②
略
奪
し
尤
物
品
の
即
時
返
逼

を
丑
求
つ
る
も
の
て
あ
る
、

全
て
の
飢壱
請
兄
姉
へ
/
わ
れ
わ
れ
は
こ
う
し
た
不
当
な
妨
書
を
も
ろ
と

も
せ
ず
、
自
ら
の
仔
霧
を
目
発
し
、
人
衆
迷
動
の
成
果
の
全
て
を
守
り
ぬ
き

発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
表
明
す
る
。
熱
列
な
る
違
帯

を
/
「
九
ヒ
三
年
十
月
一
日(連
絡
先
・
京
都
市
左
鼠
区
吉
田
京
大
構
内
)

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
少
年
施
設
・

保
安
施
設
か
ら
の
逃
走
」
罪
は
、
保
女

処
分
新
設
に
よ
る
保
女
施
設
の
強
制
収
「

容
所
性
を
暴
露
す
る
も
の
で
し
か
な

い
。以
上
ム
て
き
た
よ
う
に
、
渥
制
審
総

会
は
、
委
員
内
の
反
対
も
押
し
の
け

「各
則
」
の
採
択
を
続
行
し
て
お
り
今

後
も
毎
月
「
回
の
べ
ー
ス
で
審
議
を
進

め
、
来
年
初
め
に
は
全
条
文
の
採
決
を

お
え
、
法
務
大
臣
に
答
申
を
出
さ
ん
と

し
て
い
る
。
刑
法
改
正
に
対
決
す
る
闘

い
は
、
糟
神
医
療
か
ら
の
告
発
を
そ
の

出
発
点
と
し
つ
つ
、
法
案
作
成
過
権
に

対
す
る
闘
い
と
し
て
、
対
鉱
制
審
闘
争

を
展
開
し
て
い
る
。
し
か
し
法
制
審

は
、
六
月
総
会
で
の
保
女
処
分
条
項
の

強
行
採
択
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
「障

害
養
」
、
家
族
会
、
医
療
・
福
祉
労
働

者
、
弁
護
士
会
な
ど
の
「切
の
反
対
を

封
殺
し
、
草
案
の
各
牽
採
決
を
も
っ

;
国
民
的
合
意
」
の
装
飾
を
こ
ら
さ
ん

と
し
て
い
る
現
在
、
最
終
脊
申
粉
砕
へ

む
け
、
徹
底
し
た
私
制
畜
攻
離
闘
争
を

展
開
す
る
な
か
、
「国
民
的
合
意
」
の
べ

ー
ル
を
切
り
さ
き
、
刑
法
改
U
策
動
の

階
級
的
性
格
を
暴
露
し
粉
砕
し
つ
く
す

闘
い
が
婆
請
さ
れ
て
い
る
。

舞鶴自衛隊基地に迫る

 

9

・
15

九
月
」
五
日
、
十
六
回
日
に
波
っ

て
、
舞
鶴
に
お
い
て
、
十
ハ
h
に
チ
止

さ
れ
て
い
た
自
衛
隊
観
艦
式
粉
押
闘
争

が
、
閲
西
、
北
陸
の
戦
闘
U
旨
鋤
省
、

学
生
、
高
校
生
、
市
民
の
～
に

仏っ
て

果
厳
に
展
開
さ
れ
た
。

舞
鶴
市
で
は
、
こ
の
+
ハU
の
酬
艦

式
を
前
に
、
政
府
ブ
ル
ジ
,
ア
ノ
ー
、

自
氏
党
、
市
1
局
に
よ
っ
ご
'
へ
り
に

準
備
さ
れ
「
艦
隊
歓
迎
」
の

人
・
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
な

」恥
、
、
陽

街
の
申
小
資
本
察
達
を
ま
き
こ
み
つ
つ

「
親
自
衛
隊
」
の
一
大
費
ヤ
,
扮
が
た

さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
、
労
働
者
、
冒～α
、
肖

民
は
、
反
自
勧
隊
闘
争
の
一
雌
と
し
ご

ス
テ
ノ
カ
ー
、
ビ
ラ
、
等
入
二
よ
っ
⊂

「観
髄
式
」
粉
砕
の
運
動
が
汽
.〕九
て

き
た
。
卜
土
日
に
は
、
九
月
卜
瓦
、

ハ
日

闘
争
実
行
委
員
会
ー
催
の
ト
、
厩
鶴
東

公
会
堂
広
場
で
、
「
観
艦
、(」
粉
砕
闘

争
の
決
起
集
会
が
、
約
画
血
寸
名
の
労

働
壱
、
学
生
、
画
校
弓
の
勲
殊
で
聞
か

れ
た
。
集
会
は
、
福
井
大
r
学
部
学
友
会
、

京
都
市
役
所
反
戦
の
司
会
の
ト
、
ま
♂

袖
肯
同
大
阪
地
本
か
ら

,大
阪
地
調
甫

貸
部
運
動
の
階
級
化
、
戦
闘
化
を
宗
派

軍
マ
ル
の
介
入
を
許
さ
ず
内
外
を
貫
い

て
闘
っ
て
き
、
そ
の
力
を
も
っ
て
、
6

・
3
伊
丹
基
地
解
体
闘
争
を
横
須
賀
の

ミ
ノ
ド
ゥ
ェ
ー
母
港
化
阻
止
闘
争
と
連

帯
し
て
闘
っ
て
き
た
。
関
西
、
全
国
の

階
級
的
反
軍
闘
争
の
飛
躍
に
向
け
、
15

・
16
日
の
闘
い
を
帝
国
主
義
軍
隊
解
体

の
闘
い
と
し
て
闘
い
抜
こ
う
」
と
い
う

旨
の
発
菖
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
描
井
大
学
工
学
部
掌
友
会

か
ら
一九
月
】
臼
の
関
菓
大
震
災
五
〇

周
年
と
い
う
現
在
、
帝
国
主
義
工
場
制

度
の
破
壊
作
用
の
紹
果
と
し
て
の
自
然

・
大
地
の
破
壊
、
さ
ら
に
新
全
総
、
都

市
政
策
の
結
果
と
し
て
の
都
市
災
爵
と

い
う
本
質
を
覆
い
隠
し
、
災
蕩
洲
練
と

い
う
名
の
自
衛
隊
の
為
安
訓
練
・
南
街

訓
練
が
な
さ
れ
ん
と
し
て
い
る
。
わ
れ

わ
れ
は
こ
れ
に
灯
し
袖
井
の
地
で
治
女

訓
練
・市
街
訓
紙
粉
砕
の
闘
い
を
貫
徹

'

ミ

r㌦

し
9
・
15
1
16
実
行
委
を
福
井
・
金
沢

の
労
学
で
形
成
し
こ
こ
に
紹
集
し
た
。

現
在
、
人
民
戦
線
派
は
、
畏
沼
判
決
を

も
っ
て
大
勝
利
の
ご
と
く
言
っ
て
い
る

が
、
わ
れ
わ
れ
は
単
に
虚
憲
と
い
う
憲

法
問
題
で
は
な
く
、
自
衛
隊
の
銃
が
[

体
誰
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う

事
と
し
て
、
自
衛
隊
内
外
を
貫
い
た
反

軍
闘
争
を
闘
い
ぬ
い
て
い
く
.
更
に
、

宗
派
革
マ
ル
が
わ
れ
わ
れ
の
闘
い
に
敵

対
す
る
事
の
み
を
目
的
と
し
て
北
陸
地

方
背
年
協
の
集
会
を
事
前
に
占
拠
し
た

こ
と
を
弾
劾
す
る
」
と
い
う
報
告
と
ア

ピ
ー
ル
が
な
さ
れ
た
。

次
に
、
昨
年
五
月

一十
一日
の
自
衛

艦
く
大
潮
V
の
寄
港
阻
止
を
全
学
の
実

行
委
を
形
成
し
実
力
で
闘
い
抜
い
た
冨

山
大
医
学
品
学
反
会
、
全
学
連
関
西
プ

ロ
ノ
ク
か
ら
決
意
衣
明
が
な
さ
れ
た
。

更
に
、
社
青
同
炎
艮
地
本
か
ら
は
、

チ
リ
の
メ
ノ
∫
ン
デ
政
榴
の
軍
事
フ
Z

シ
ス
ト
に
よ
る
転
覆
`
ユ
場
、
学
園
で

短

家譲豊 蕊 ご識烈 轟

薄難
サ専`
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の
労
働
者
、
学
生
の
武
装
抵
凱
と
い
う

現
実
に
庄
目
を
要
謂
し
つ
つ
「
帝
国
⊥

義
璽
隊
11
目
衛
隊
上
層
部
の
軍
事
フ
ァ

シ
ス
ト
を
芽
の
う
ち
に
つ
み
と
る
こ
と

を
含
め
、
相
模
原
闘
争
の
地
平
の
飛
躍

を
進
め
反
戦
自
働
官
と
の
連
帯
、
内
外

を
貫
い
た
帝
軍
解
体
闘
争
を
展
醐
す
る

も
の
と
し
て
15
・
16
日
の
闘
い
、
さ
b

に
ミ
ン
ド
ウ
ェ
ー
母
港
化
阻
"
闘
争
を

強
固
に
推
し
燵
め
、
そ
の
呂
揚
を
も
っ

て
10
・
21
闘
肇
を
全
国
の
労
働
蒼
・学

生
の
締
集
で
、
権
力
展
望
を
巡
る
も
の

と
し
て
闘
お
う
」
と
発

うが
な
さ
れ

た
。次
に
鼠
都
巾
役
所
反
戦
、
村
育
同
福

井
総
支
鄙
、
全
関
西
反
齋
簡
語
連
合
、

祉
膏
同
承
都
地
△
中
丹
文
鄙
か
ら
の
決

意
浸
明
が
な
さ
れ
た
。

発
,dの
雌
後
に
、
女
性
解
放
を
闘
っ

て
い
る
ヂ
・
エ
ゴ
の
・̂か
ら

・
国
⊥

義
工
場
鯉

の
,
て
の
竹
に
よ
ゑ

望

露
舗
説
圏
紬
編
竺

と
い
う
武
救
或
助
を
受
げ
、
築
会
を
終

一

え
、
q
竹
艦
が
多
数
停
凶
し

一
般
公

開
'
さ
れ
て
い
⇔
蘇
購
益
へ
同
け

フ
∫」

ン
ス
ト
レ
ー
ノ
ー
ン
に

封光
し
た
、

デ
モ
の
b
隊
は
、

　観
脱
式
】
が
ト

止
さ
れ
C
い
る

栃
の
人
ロ
へ
同
ナ
歳

ざ
お
と
ス
ク
ラ
ム
の
畏
力
を
も
っ
て
繰

り
返
し
久
入
を
試
み
、
数
官
の
機
助
隊

に
刈
し
て
激
炎
し
た
。

廻
に
お
り
胚
し
只
の
自
働
隊
蜀
鶴
基

旭
房
⊂
は
、
内
側
⊂
賦
都
町
警
が
警
備

L
⊂
い
る
と
い

つ
日
繍
隊

警
鰹
の

,

体
と
た
っ
た
鰹
伽
の
申
て
、

観
艦

(

め
脅
/
、
L
衛
隊
解
体
/
の
ノ

一

プ
レ
ヒ
」
ー
レ
オ
繰
り
遜
し
瓦
.
こ
こ

⊂
点
引
〆
一熟
え

κ

隊
↓b摺
k
・
舜
人

ー
ヘ

ー逸
し
、
か
ー
隊
で

り
人
み
、

目
爾
啄

勧
艦
(
L
の
反
ア
働
ノ
征

民
人
巨
酢
を
轟
え
ん
.

政
拝
目
八
瓦
、
鋤
傭
ハ
、
用
、
局
が

r
カ
ヤ
匁
」

i
解
人
し

＼

こ
九
業
ご

」
で
ン
へ
ー
ン
し
て
さ
左
観
艦
式
の
本

質
が
人
衆
的
に
露

t
9
る
の
を
恐
れ
た

国
家
権
刀

・機
劫
隊
は
、
隊
列
の
一
人

ズ

姦

人
が
か
り
て
分
断
し
ア
。
色

加
ん
、
ての
中
て
、
一人
の
労
働
石
を

不
㌻
に
も
逮
摘
レ
た
。

邪
隊
は
こ
の
ー
廠
の
強
椎
的
な
弾
肚

を
全
体
の
刀
で
は
ね
か
え
し
隊
列
を
整

え
、
果
舞
鶴
駅
ま
で
戦
闘
的
な
テ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
貫
徹
し
た
。

・

6

■
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十
月
一日
か
ら
、
十
年
ぷ
り
に
犀
生
省
の
「穂
禰
衛
生
実
態
凋
査
」
が
、
実
施
さ
れ
ん
と
し
て
い
る
.
現
在
薩
行
し

 て
い
る
政
府
ー
野

甫
の
保
女
処
分
-
優
生
倶
虚
法
体
司
の
ひ
と
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
る
こ
と
ほ
、
前
回
調
査
の

寒
績
の
小す
ζ
」ろ
で
あ
る
.
既
に
、
関
係
各
方
面
の
学
界
、
諸
団
体
か
ら
反
対
や
阻
止
の
声
が
挙
が
っ
て
お
り
、
京

詔
で
も
.
さ
る
九
月
;
十
六
日
、
「
凧
都
。
保
安
処
分
に
反
対
し
、
精
神
医
療
を
考
え
る
会
」
主
催
で
同
調
査
阻
止
の

塗
京
邨
集
会
が
開
か
れ
た
.

こ
こ
に
掲
載
す
る
の
は
、
同
集
会
「混
潮
報
告
」
で
あ
る
(部
分
的
に
編
集
部
で
加
攣
し
ま
し
鷹
)
.
調
査
の
閥
景

に
ひ
そ
む
、
日
本
帝
国
主
親
の
生
産
現
場
-
地
域
の
具
体
的
な
矛
盾
、
そ
し
て
保
安
処
分
体
制
の
実
現
へ
の
政
策
的
打

ち
固
め
っ
さ
ら
に
は
園
民
総
詣
番
碧
制
の
笑
績
づ
く
り
.
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
調
査
に
繊
り
込
ま
れ
た
政
府
。
プ
ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
の
企
み
の
す
べ
て
を
暴
露
し
.
対
決
。
阻
止
し
て
ゆ
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
.
(編
集
部
)

摩
生
省
の
「
昭
和
娼
軍
度
糟
補
徽
生

実
藺
罰
管
。必
揚
」
(別
掲
資
料
)
に

ょ
れ
ば
、
脅
回
の
凋
食
の
目
的
は
以
下

の
如
く
で
あ
る
。

「
糟
袖
掬
生
実
艦
調
査
は
昭
和
29
年

お
よ
び
昭
和
認
年
に
爽
施
し
た
.

前
回
脚
査
の
昭
和
翠

以
降
、
生
活

環
塊
の
慧
激
な
変
化
は
儲
辱
の
}側
面

で
勇

精
神
健
康
の
面
に
寿

な
間

題
を
生
ん
で
い
る
。
な
か
で
も
『
精
神

障
寮
者
』
の社
華

坐

す
る

地
蟹
祉
会
の
現
状
に
対
応
し
た
、
適
切

な
蟹
療
と
縮
祉
の
捨
逸
が
必
一累
と
さ
れ

て
い
る
.

こ
の
た
め
、
国
民
の
健
康
に
関
す
る

網
査
の
}
環
と
し
て
本
調
査
を
行
な
い

『
獲
仰
障
護

の
医
學
的
、
社
会
的

篶

な
築
態
を
把
え
、
社
会
環
境
の

推
移
に
対
応
し
た
精
神
衛
生
対
策
(サ

ー
ビ
ス
)
の
棊
礎
資
料
と
す
る
」
(太

字
は
綱
集
部
。
以
ド
同
し
)

政
府
-

厚
生
省
は
「
生
沽
環
塊
の

急
激
な
変
化
」
、
そ
し
て
そ
}菰
ち
生

ず
る
「
新
た
な
問
題
」
を
い
う
。
し
か

し
、
生
活
環
簾
の
変
化
と
は
一
体
何
で

あ
る
の
か
。
斬
た
な
閻
題
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
。

ま
た
彼
ら
は
セ
の
解
決
策
と
し
て
、

「適
切
な
医
蓋

の
推
蓮

を
唱

敦
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
彼
ら
が
お

こ
が
ま
レ
く
も
医
療
と
か
梅
祉
と
か
を

口
に
す
る
と
き
、
そ
の
現
実
的
内
容
は

ど
う
で
あ
る
の
か
。

わ
れ
わ
れ
は
、
政
府
-
厚
盒
省
の
こ

の
よ
う
な
問
題
の
掬
λ
力
、
て
し
て
医

療
幻
想
へ
福
祉
幻
想
を
、
わ
れ
わ
れ
が

今
ま
で
笑
践
し
て
鷺
㌻
㎞こ
ろ
の
現
実

的
な
場
面
か
ら
、
そ
こ
に
掴
圧
さ
れ
虐

博
ち
れ
た
人
聞
の
い
る
饗

へか
ら
§
」

と
ん
批
判
し
、
彼
ら
の
ば
ら
ま
く
幻
想

を
突
き
破
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

し
て
そ
れ
は
破
府
-
鷹
生
省
の
い
う
医

躍
と
か
福
祉
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の

方
か
ら
逆
に
今
ま
で
再
三
樽
四
、
指
摘

し
て
婁

オ
盾
を
対
置
し
て
い
く
こ
と

で
あ
り
、
彼
ら
に
対
し
て
そ
の
矛
膚
を

突
き
因
し
て
い
≦
}と
で
あ
る
。

政
府
-
暉
生
省
の
考
え
て
い
る
甘
圓

の
実
態
調
査
の
目
的
を
わ
れ
わ
れ
が
批

判
し
て
い
く
と
き
に
、
前
回
(昭
和
詔

年
)
の
測
査
の
目
的
、
そ
し
て
調
査
緒

果
を
基
礎
と
す
る
そ
め
後
の
精
神
衛
生

行
政
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
●

医
療
、
福
祉
へ
の
幻
想
歪
関
面
に
押

し
出
し
た
今
回
と
遠
い
、
前
回
の
調
査

の
目
的
に
は
、
よ
0
卒
颪
に
樽
力
の
意

図
葦

}う
が
表
わ
れ
て
い
る
。

「戦
後
に
お
け
る
社
会
経
済
の
急
激

な
変
化
は
、
糟
神
衛
生
の
町
で
多
く
の

閻
題
を
擾
趨
し
て
き
誓

ζ
こ
に
そ
の

頂
点
に
立
つ
凋
伸
障
害
の
問
題
は
、
た

な

だ
に
『精
禰
随
害
者
』
本
人
の
不
幸
な

問
題
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
家
族

に
と
っ
て
も
槽
神
的
に
あ
0
い
は
葉
P

経
済
的
に
背
負
い
切
れ
な
い
十
茎
舞
と

な
っ
て
き
た
し
、
現
に
な
お
そ
う
で
あ

る
。
こ
と
に
多
数
に
の
ぼ
る
と
推
定
さ

れ
る
荏
宅
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る

報

神
障
量
置

の
問
題
は
深
刻
に
し

て
【
刻
の
猶
弔
も
で
き
な
い
社
会
間
題

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
る
に
最
近
に
お

け
る
糟
伸
医
学
の
画
期
的
な
進
歩
は
十

分
な
医
療
ど
指
導
を
加
一ろ
る
ζ
と
に
よ

り
、
こ
の
よ
う
な
『
糖
神
障
害
者
』
の

い
る
『精
神
障
胃
者
」
の
羨
態
を
竪

相
当
数
に
対
し
て
冷
ゆ
を
期
待
す
る
こ

的
に
究
明
ず
る
こ
と
が
ど
う
し
て
も
必

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
リ
へ
ひ
い
て
は

セ
と
な
っ
て
く
る
　

 

鞭
蠣

保
安
処
分
体
制
の
進
行

つ
ま
り
こ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る
こ
こ

は
、
い
わ
ゆ
る
放
盈
き
れ
た
(在
宅
の

ま
ま
の
)
状
撫
に
あ
る
凱
催
仰
障
書

者
』
を
精
禰
医
学
の
荘
歩
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
鼓
術
(向
糟
神
桑
の
発
見

・開
発
)
に
よ
っ
て
管
埋
す
べ
く
、
蒲

神
病
屍
に
隔
離
し
、
収
答
し
て
ゆ
く
こ

と
に
他
な
ら
な
い
。
騨
実
、
こ
の
凋
査

の
翌
年
、
昭
和
39
年
の
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー

溺
件
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
昭
和
40
年

に
は
請
神
衛
ユ
法
の
戚
愚
(遵
鞭
別
度

の
強
化
・
払
人
、
緊
急
払
盈
入
翫
の
新

設
な
と
)
が
支
現
こ
れ
て
い
勾
。

よ
セ
μ
L
直
「
柄
既
報
仙
」
に
よ
れ

中
間
施
設
設
置
の
布
石
も

、

は
、
全
精
伸
柄
床
敏
が
昭
和
謁
曾
の
「

三
六
、
三
八
七
床
か
ら
、
昭
和
46
年
に

は
二
五
三
、
四
直
四
廉
と
ほ
ぼ
14
瑠
し

て
い
る
。

昭
和
ぬ
母
代
後
ト
か
b
の
高
度
成
長

政
策
は
新
産
桑
都
市
へ
の
人
口
集
申
、

す
な
わ
ち
麗
村
か
ら
部
市
へ
の
労
働
力

の
狩
り
田
し
を
必
簑
と
し
た
が
、
そ
の

労
働
人
口
の
移
勤
の
な
か
で
、
生
産
性

向
上
を
阻
止
す
る
在
宅
の
「
障
害
者
」

を
ど
つ
す
る
か
、
が
儂
力
に
と
っ
て

コ

刻
の
猶
予
も
て
さ
な
い
深
刻
な
問

題
」
た
っ
た
の
て
あ
曾

つ
煮
の
冶
安
管
理
的
な
目
的
と
労
働

政
策
的
な
目
的
と
が
鰭
倉
す
る
と
こ
ろ

に
、
こ
れ
ま
で
の
権
力
の
稗
理
爾
生
政

策
の
具
体
的
な
内
容
が
隼
ま
れ
て
蜜
て

い
る
と
い
え
る
。
「
糟
禰
障
吾
耐
」
に

対
し
て
一
股
市
民
を
対
置
し
、
前
者
を

精
繍
病
院
と
い
う
鉄
格
子
の
な
か
に
踊

臓
・
収
餐
す
る
こ
ζ
に
よ
っ
て
、
被
会

の
な
か
に
「精
伸
障
害
省
」
は
危
険
な

人
聞
だ
と
す
る
差
別
と
分
断
を
持
ち
込

み
、
偽
廟
的
社
会
防
衛
意
訟
ー
ー
そ
れ

は
雅
が
矛
腫
を
作
り
出
す
の
か
を
巧
妙

に
隠
蔽
ず
る
ー
を
不
断
に
醸
峨
す
る
.

そ
し
て
「糟
神
障
害
者
」
に
対
す
る
官

理
・
抑
圧
を
強
化
す
る
}方
、
社
会
防

衛
の
名
の
も
と
に
総
て
の
人
民
の
上
に

蟹
埋
。抑
圧
を
拡
大
。
強
化
し
て
い
き

「精
神
障
害
者
」
を

(
地
概
治
女
管
濯
体
制
)
、
法
的
に
は

刑
払
改
止
-
保
女
処
分
新
設
、
優
生
保

謹
法
改
正
を
雌
め
て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
同
時
に
、
経
済
成
長
の

妨
げ
と
な
る
「
障
醤
煮
」
を
バ
ー
ジ
し

て
い
く
雌
程
で
あ
り
、
他
方
「陣
嵜

者
「に
対
し
て
は
収
醤
所
内
に
お
け
る

擁
取
を
強
化
し
て
い
く
過
程
で
も
あ

る
。今
ま
で
の
精
鯉
側
生
行
政
の
本
質
を

把
擢
す
れ
ば
、
今
回
の
糟
神
衛
生
実
態

凋
査
が
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
ど
の
よ
う

な
位
置
を
占
め
て
い
る
か
は
朋
ら
か
で

あ
貧

わ
れ
る
騨
厚
生
省
の
い
う

「
新
た
な
閲
題
」
は
、
厚
生
雀
の
正
式

文
妻

当
雷
の
発
冨
に
よ
れ
ば

次
の
通
り
で
あ
る
。

「昭
和
お
年
の
実
態
調
査
に
よ
り
、

精
伸
科
の
べ
ノ
ド
不
足
が
明
ら
か
に
な

っ
た
の
で
、
精
棉
動
床
の
増
床
に
努
め

て
き
た
。
そ
し
て
、
精
神
規
院
に
つ
い

て
穂
々
の
批
判
が
あ
る
の
で
、
昭
和
45

年
よ
り
糟
神
衛
馨

条
を
い
く
つ

か
の
道
冊
県
で
願
用
し
、
そ
の
監
督
に

鍔
め
て
き
た
。
今
や
問
題
は
在
宅
暑

の
間
題
で
あ
り
、
柱
会
復
帰
の
問
題
で

あ
る
」

絶
望

・荒
廃
の
淵

へ

た
し
か
に
、
今
「
醐
糞
・
必
瘍
」
に

お
い
て
も
「
『
櫓
碑
障
書
春
』
の
社
会

喪
涌
を
中
心
こ
す
り
地
域
祉
会
の
現
状

に
対
応
し
た
適
切
な
医
鯖
と
福
祉
の
推

巡
が
必
嬰
と
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
い

9
。
ま
た
今
回
の
調
査
に
使
用
さ
れ
て

い
る
糟
側
衛
讐
燗
人
票
に
し
て
も
「
個

人
興
君
入
異
領
。
必
喪
な
治
凝
お
よ
び

指
導
」
の
唄
に
は

デ
イ
・
ケ
ア
等
の

h
会
復
帰
拙
療
指
尋
の
必
要
が
あ
る
…

糟
神
h
状
の
改
函
の
み
な
ら
ず
社
会
復

珊
の
に
血
の
た
め
に
社
会
復
珊
医
療
施

設
、
精
袖
衛
生
セ
ン
タ
ー
あ
る
い
は
病

翫
内
に
あ
る
デ
イ
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
お

い
て
デ
イ
・ケ
ア
等
の
社
会
復
帰
治
療

宿
募
を
蛍
け
⇔
こ
と
が
必
嬰
な
も
の
」

と
の
山載
取
目
(
選
択
肢
と
し
て
)
が

あ
0
。
ゼ
の
賦
り
⊂
は
厚
生
省
の
趣
旨

は
「
貫
し
⊂
い
る
と
い
え
る
。
し
カ
し

「
梢
神
障
鈎
壱
}が
あ
ら
ゆ
る
生
活
の

場
か
ら
は
し
き
出
さ
れ
、
社
会
の
矛
憤

を
]
身
に
押
し
込
ま
れ
、
そ
し
て
、
本

来
治
療
の
場
で
あ
⇔は
ず
の
病
院
と
い

5
収
吾
所
に
尉
し
込
め
ら
れ
、
も
し
く

は
、
旨
療
と
称
し
て
さ
ら
な
る
抑
圧
を

加
え
つ
つ
け
っ
れ
て
い
る
と
い
う
と
こ

う
に
こ
て
、
「問
題
」
は
あ
る
の
で
あ

る
。現
蓼人
の
柑
掃
㍉
翫
に
.
切
国
を
や
ら

ず
、
放
置
し
た
ま
豪
で
、
ま
た
矛
庸
の

隔
在
せ
る
礼
会
、
「精
神
障
習
蚕
」
を

排
除
す
る
社
会
を
温
存
し
た
ま
ま
で
、

「籾
神
騨
嵩
者
」
の
社
会
復
帰
と
か
中

聞
施
設
、
デ
イ
・
ケ
ァ
と
か
を
唱
え
る

こ
と
は
、
問
題
の
何
の
解
決
に
も
な
ら

な
い
ぱ
か
り
か
、
さ
ら
に
矛
盾
を
押
し

ひ
ろ
げ
「精
神
障
署
看
」
を
絶
望
・
荒

廃
へ
と
か
リ
ヱ
暑

も
の
に
他
な
ら
な

い
9す
な
わ
ち
今
回
の
糟
岬
衛
生
笑
態
調

査
は
先
に
述
べ
た
通
り
、
治
女
管
理
目

的
と
労
働
政
策
的
目
的
の
結
合
し
た
と

こ
ろ
に
生
ま
れ
て
き
た
、
企
く
反
医
字

的
な
糟
神
衛
生
政
策
を
さ
ら
に
押
し
進

め
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
い
う

と
、
デ
イ
・ケ
ア
等
を
中
心
と
す
る
杜

会
復
届
は
こ
れ
ま
で
「
括
し
て
精
神
病

院
に
収
容
さ
れ
て
き
た
「
精
神
障
害

者
」
を
さ
ら
に
緻
田
に
分
類
し
て
管

理
、
収
容
レ
(
デ
イ
・
ケ
ア
ー
中
聞
旛

設
1
隔
離
収
容
-
保
安
処
分
)
、
搾
取

で
き
る
部
分
か
ら
は
極
力
搾
取
せ
ん
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

壁

省
の
い
う
社
会
復
帰
と
は
、
現

在
精
神
病
院
と
い
う
収
翁
所
で
作
業
療

法
な
る
名
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
る
搾

取
、
収
轟
こ
そ
が
そ
の
内
更
で
あ
る
。

頻
発
す
る
精
神
病
院
不
祥
那
件
に
何
ら

対
処
し
え
な
い
ば
か
り
か
、
そ
の
背
景

に
つ
い
て
「実
態
調
査
」
す
つ
す
る
気

も
な
い
厚
⊥
省
が
、
医
凝
と
福
祉
の
す

す
め
よ
う
も
な
く
、
保
女
処
分
-
中
間

施
設
ー
優
ユ
保
護
法
体
制
を
「方
で
整

備
さ
心
よ
う
と
し
て
い
る
と
き
、
実
態

凋
査
は
こ
の
よ
う
な
「
障
署
者
」
の
営

理
と
抑
圧
を
こ
そ
推
莚
し
よ
う
と
す
る

政
策
の
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
あ
る

と
断
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
今
間
魑

に
さ
る
べ
き
は
、
収
容
所
と
化
し
た
精

神
病
院
、
そ
の
道
具
た
る
精
神
医
療
で

あ
り
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
糟
神
衛
生

行
政
を
一
員
し
て
と
り
続
け
て
き
た
政

府
1
厚
善

な
の
で
あ
る
9(お

わ
包

'

調

査

の
実
.施

.量

一
、

一
股

的
注
意
事

項

①
こ
の
調
査
に
あ
た
る
看
は
調
査
の

結
巣
が
、
糟
神
櫛
害
者
の
医
簾
と
禍
祉

の
改
爵
の
賃
料
と
な
る
こ
と
を
零
珀
に

お
い
て
、
翻
査
に
あ
た
53
ね
は
な
ら
な

い
。④
こ
の
調
氏
で
焔
り
尋
た
個
人
の
泌

密
に
つ
い
て
は
、
他
に
洩
ら
し
て
は
な

ら
な
い
。

⑧
こ
の
調
査
は
馳
計
墾
謁
査
法
に

よ
り
承
躍
を
う
け
た
統
計
調
査
で
あ

る
.④
こ
の
凋
査
に
あ
た
っ
℃
は
、
足
め

ら
れ
た
祠
査
潔
唄
以
外
の
調
査
を
し
て

は
な
ら
な
い
。

⑤
こ
の
調
査
の
結
果
に
っ
い
て
、
厚

生
鴛
が
公
表
し
た
以
外
の
甲妻

判
用

し
よ
つ
と
す
る
と
き
は
、
墨

省
の
兼

認
を
愛
け
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

⑥
こ
の
調
査
で
知
り
褐
た
こ
と
梱
に

拳
つ
い
た
直
螢
的
な
柑
禰
衛
に
に
関
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
灯
な
っ
て
は
ζ
ら
な

い
。
た
だ
し
当
凝
凋
欄
瞳
画
首
自
身
ま

た
は
峯
桜
に
よ
る
菟
罰
が
あ
向
嵩
盒
は

こ
の
限
り
で
は
な
い
。

二
、
面
接

の
す
す
め

方

①
面
接
の
場
は
で
聲
む
だ
け
独
立
し

た
も
の
と
し
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
他
に
洩
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
配

慮
す
る
。

⑱
農

時
聞
の
趣
さ
を
噌
ぼ
す
る
。

⑧
相
手
の
身
と
な
っ
て
訴
え
⇔
こ
ζ

を
元
か
嬉
ざ
く
態
曳
を
と
る
、

④
相
手
が
夢
冗
鎗
い
よ
つ
は
ご
ざ
万

は
さ
け
る
。

⑤
塞
埋
に
焦
っ
て
智
を
引
」
山
て
つ

と
し
て
は
な
b
な
い
。

⑥
冷
醐
な
鰻

を
と
⇔
ゆ

⑦
白
同
検
診
に
際
し
て
は
あ
b
か
し

め
健
康
閥
診
票
(付
墜
畷
)
が
恢
調
査

者
全
鍛
に
配
付
さ
れ
て
お
り
、
倒
女
に

邸
く
さ
れ
て
い
る
の
で
、
痴
箕
利
用
さ

れ
た
い
。
三
、
調

査
票
越

入
上

の

一
般
的

注
意
事
唄

〈
略
〉

皿

導

前

準

備

一、
調
査
員
の
委
賜
及

び
調
査
員
証
の
交
付
〈
略
〉

二
、
調
査
の
実
施
計
画

〈略
〉
皿

専

門

調

査

噌
、
調

査
開
始

前
の

単

備

〈
略

〉

二
、
調

査

の

一
般

的

江

意
事
項

①
調
奪
質
の
証
は
必
ず
話
有
ず
る
、

②
世
帯
貝
の
嘲
嵐
に
あ
た
っ
ζ
は
、

調
査
の
一股
的
注
敏
蟹
坦
甲
の
「
面
蛮

の
す
`
め
力
し
を

が
に
訟
堕
し
て
令

な
つ
。

③
扱
調
宜
壱
か
ら
調
査
の
性
格
に
つ

い
て
醜
朋
を
駅
め
ら
れ
た
と
琶
は
、
こ

の
調
査
は
す
べ
て
付
号
に
よ
っ
て
処
理

さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
個
人
名
は
全
然

判
ら
な
い
も
の
で
あ
勾
こ
と
、
統
計
目

的
以
外
に
便
用
さ
れ
な
い
こ
と
、
吏
に

調
査
関
係
畜
は
世
帯
及
び
個
人
に
っ
い

て
知
っ
た
秘
密
を
他
に
洩
ら
し
た
と
き

は
、
法
復
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
盗

朋
し
波

調
査
者
に
不
筆
を
与
え
た
り
警
戒
心
を

起
さ
せ
た
り
し
な
い
よ
う
に
努
め
る
り

⑱
そ
の
世
帯
が
、
何
故
、
こ
の
調
査

の
被
鋼
査
世
福
に
該
当
し
た
か
に
つ
い

て
の
箕
間
を
蛍
け
た
と
窓
は
、
こ
の
調

査
が
鳳
本
隅
査
で
あ
っ
て
、
く
し
ぴ
き

の
よ
う
な
方
陵
で
選
ん
だ
縞
果
、
お
宅

が
当
っ
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
選
足
し

た
も
の
で
な
い
こ
と
を
犯
分
に
脱
窃
す

る
.⑤
す
べ
て
の
縄
食
は
本
人
と
ポ
政
の

了
解
を
得
ら
れ
た
物
合
で
あ
っ
て
灘
断

の
確
疋
の
た
め
に
阪
っ
て
桝
査
を
努
施

守
る
も
の
と
す
る
.

三
、

侃
人
票

の
作

成

①
倒
人
票
は
獅
神
瞳
寵
者
と
躍
め
b

れ
る
看
(
四
、
個
人
蹴
の
記
入
肇
領
の

②
の
⑧
診
断
の
記
戟
内
含
に
該
当
す
る

者
の
み
)
に
つ
い
て
作
奴
す
る
も
の
で

あ
る
.
②
壇
備
上
、
あ
る
い
は
奮
の
旭
の
世

帯
蝋
か
b
李
人
に
つ
い
て
の
状
玩
も
助

き
、
本
人
面
微
の
上
個
人
畢
を
作
成
す

る
。
も
し
準
人
に
ど
う
し
て
も
図
接
し

得
な
か
っ
た
と
さ
で
も
、
主
な
供
述
者

と
の
圓
蛍
尋
に
よ
り
獅
伸
障
嵜
壱
と
判

断
C
ざ
る
場
臼
は
伺
人
巣
を
作
成
す

る
、
判
断
に
困
る
婦
含
は
七
の
旨
脅
辞

し
く
虹
し
し
個
人
衆
を
作
成
す
る
、

③
医
療
蝕
敵
に
八
翫
中
の
煮
に
つ
い

て
個
人
衆
僧
作
旗
す
る
と
さ
は
、
な
る

べ
く
迅
止
に
専
門
調
愈
員
が
自
b
曲
畝

医
撰
地
設
に
出
磁
い
て
副
盒
ず
る
か
よ

た
は
餐
圓
C
必
墨
な
田
頓
を
地
裂
に
蝋

会
し
、
回
合
を
氷
め
る
よ
う
に
す
る
り

個
人
票
は
柑
仲
陳
轡
善
紐
』
一
通
作

旗
す
・⑤
.

⑤
編
人
票
隼
脳
の
駐
期
は
、
そ
の
本

人
に
つ
い
て
の
調
食
の
謁
了
し
た
と
」冒

と
す
免
四
、
個

人
票
の
記

入
袈

領
個
人
纒
調
£
婿
樋
の
彪
入
笈
領
は
次

の
と
ゐ
り
で
あ
る
。

①
国
民
樋
璽

の
世
帯
渠
か
ら
転

記
を
墨
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
社
会
調

査
員
が
蓼

る
。

②
①
ー
⑧
及
び
翔
罎
に
つ
い
て
は
匿

師
が
記
人
す
る
。

な
お
医
帥
の
西
人
は
甑
の
訟
戯
で
'44

な
う
、
①
配
鶴

糖
醸
)

②
事
歴
(陥
)

⑧
診
断
(略
)

④
虚
去
の
治
擬
及
び
指
曝

腹
当
す
る
蟄
の
す
べ
て
に
O
を
す
る

i
、
糟
神
障
嚢

の
た
め
の
入

院
摩
あり

雲

に
精
檸
糎
窒

は

「
股
柄
㎞
の
精
伸
科
柄
室
に
人
院
し
た

二
と
が
あ
る
も
∫
ゐ
も
の
で
、
1
、
一

凹
、
2
、
二
回
、
3
、
三
画
以
⊥
入
院

し
に
も
の
に
匿
分
し
、
入
駈
し
罵
図
数

に
該
当
す
⇔
叡
箏
り
一
つ
奪
O
℃
囲
む

こ
と
、
精
伸
庫
宵
以
ハ
の
八
麹
の
た
め
に
く

臨
し
に
も
ρ
は
菖
め
な
い
。

4
、
入
院
外
愛
療
歴
あ
り

糟
神
擁

魯
以
外
の
疾
病
は
會
め
な
い
。

5
、
掴
談
揃
導
を
愛
け
た
こ
と
が
め

る

糟
神
障
害
に
つ
い
て
、
何
等
か
の

相
談
指
導
を
う
け
兀
も
の
を
い
う
。

6
、
そ
の
他
【
(1
～
5
)
の
何
れ

で
も
な
い
】
何
ら
か
の
治
凝
・
相
談
。

指
尊
を
つ
け
た
こ
と
が
あ
る
、

7
、
芝

も
っ
け
た
こ
と
は
な
い
.

⑤
現
往
の
宿
凝
及
び
指
導

該
当
す
る
も
の
す
べ
て
に
O
を
す
る

ー
、
精
脚
病
院
ま
た
は
一
般
病
睨
精

神
科
病
蜜
に
入
っ
て
い
る

現
在
糟
神

病
院
ま
£
は
一股
病
院
糟
締
科
病
室
に

入
院
し
て
い
る
も
の
を
い
う
。
糟
御
団

害
以
外
の
次
病
の
た
め
に
現
伍
上
記
の

医
療
価
設
に
入
幌
し
て
い
る
も
の
は
含

め
な
い
。

2
、
デ
イ
・ケ
ア
騨
の
祉
会
復
帰
治

療
指
導
憂
愛
け
て
い
る

現
在
デ
イ
●

ケ
ア
等
の
社
会
傷
帰
医
策
施
設
(
例
え

ば
川
崎
市
社
会
褒
蝸
医
凍
セ
ン
タ
ー
あ

る
い
は
果
以
那
立
世
田
谷
刀
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
等
)
精
神
衛
生
セ

ソ
タ
ー
あ
和
い
は
病
院
内
に
あ
る
デ
イ

・
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
在
宅
の
ま
ま
あ
る
い

は
当
該
柄
院
外
施
離
よ
り
埋
臨
・磁
所

す
る
も
の
を
い
う
。

3
、
精
彿
神
経
科
に
外
来
通
院
し
て

い
る

外
楽
着
し
く
は
往
齢
に
よ
つ

て
、
一
回
以
上
、
精
神
神
鴬

医
の
診

察
、
治
療
、
指
轡
を
う
け
て
い
る
も

の
。な
お
、
綴
欄
伸
経
糾
医
か
ζ
つ
か
不

明
の
と
冒
は
次
の
4
に
入
れ
る
こ
と
、

4
、
精
神
穐
経
科
医
以
外
の
蟹
師
の

冶
療
坦
導
蓉
つ
け
て
い
る

そ
の
精
神

障
嵜
の
故
に
人
院
、
外
来
看
し
く
は
往

診
に
よ
っ
て
猪
神
仰
経
科
医
以
外
の
医

師
の
診
擬
治
遼
、
指
導
を
堂
げ
た
こ
と

の
あ
る
も
の
を
い
う
、
精
神
障
蜜
以
外

の
款
剃
O
診
疑
、
治
僚
、
指
導
を
笠
け

た
も
の
は
富
め
な
い
。

5
、
爆
億
所
-
糟
神
衛
生
セ
ン
タ
ー

(糟
紳
衛
生
相
臓
所
)
の
帽
賑
指
轟
を

巽
け
て
い
る

糟
伸
陣
書
以
外
の
疾
病

で
相
談
指
謹

け
て
い
る
も
の
は
含

め
な
い
。
な
お
鞘
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
の

デ
イ
・
ケ
ア
に
道
所
し
、
治
療
禰
導
を

受
け
て
い
る
樋
倉
は
2
に
入
れ
る
。

6
、
糟
採
施
股
の
細
導
を
受
け
て
い
る

凋
哲
員
謹

、
糟
神
薄
弱
児
通
團
施

設
、
猿
緩
学
絞
、
特
殊
字
佼
、
精
御
薄

弱
妃
(轡
)
星

相
談
町
、
糟
抑
薄
鯛

者
の
福
班
作
巣
朋
、
指
導
血
設
、
及
び

老
人
の
た
め
の
雌
園
施
殴
等
に
か
よ
っ

て
い
る
も
の
、
あ
る
い
は
初
裸
障
冨
の

故
に
「
回
以
上
福
祉
嶺
栃
所
あ
る
い
は

児
蒐
柑
談
所
の
指
導
ま
た
は
て
の
訪
閻

指
導
を
曳
け
て
い
る
も
の
。

7
、
そ
の
他

上
岨
の
い
ず
れ
に
も

該
当
レ
な
い
も
の
。

8
、
な
に
も
巽
け
て
い
伽絵
『

⑤
必
豊な
治
環
及
ぴ
選

該
省
す
る
も
の
す
べ
て
に
O
を
す
る

ー
、
デ
イ
。
ケ
ア
響
の
社
致
復
帰
治

療
指
蟹

受
け
る
餐

が
あ
る

凋
神

症
状
の
改
畜
の
み
な
ら
ず
社
ム覆

帰
の

健
鮭
の
た
め
に
社
会
復
帰
医
縦
麺
眼

(
例
え
は
川
蠣
布
社
蕪
復
帰
医
蹴
セ
ン

タ
ー
あ
る
い
は
果
泳
酪
Y
世
田
谷
リ
ハ

ビ
」
ア
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
)
、

糖
押
鰭
生
セ
ン
タ
ー
あ
る
い
は
病
院
内

に
あ
6
テ
イ
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
お
い
て

デ
イ
。
ケ
ア
な
ど
の
柱
会
褒
鼎
治
煉
摺

導
を
記
け
⇔
こ
と
か
必
壁
な
も
の
。

糊

2
、
精
神
神
経
科
医
に
外
茅
通
睨
す

{

る
必
憂
が
あ
る

狭
義
の
治
療
の
み
な

ら
ず
相
談
指
導
喜

雷
め
る
。

3
、
侃
健
所
、
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー

(糧
神
衛
生
栢
岐
所
V
の
相
瞭
措
導
を

愛
け
る
必
喪
が
あ
る

}↑れ
ら
の
施
設

に
お
け
る
デ
イ
・
ケ
ァ
に
通
所
を
必
要

と
す
る
場
合
は
ー
に
入
れ
る
。

4
、
そ
の
鯉
の
指
導
を
愛
け
る
感
裏

が
あ
る

糟
神
薄
弱
児
通
壇
施
設
、
養

護
学
佼
、
狩
殊
学
校
、
精
神
薄
弱
児

(者
)
更
生
相
勲
所
、
精
神
薄
弱
質
の

福
祉
作
莱
所
、
指
導
施
設
、
及
び
老
人

の
た
め
の
通
図
施
設
等
に
通
所
レ
指
導

を
髭
け
る
必
農
の
あ
る
も
の
。
橿
祉
犠

務
所
あ
る
い
は
児
重
柑
蜜
所
に
お
い
て

指
導
ま
た
は
勘
間
調
査
に
よ
る
指
導
を

受
け
る
必
蚤
が
あ
る
も
の
。

5
、
そ
の
鋭

上
託
1
～
4
の
い
ず

れ
に
も
誠
当
し
な
い
も
の
を
い
う
。

6
、
治
療
相
談
等
の
指
導
の
必
要
は

な
い
。

⑦
堀
在
の
状
順

現
在
の
泊
療
及
び
指
導
と
は
匿
於
関

保
な
く
記
人
の
こ
と
.

各
項
に
つ
い
て
鰍
當
す
る
も
の
一
つ

に
O
を
7
る
.

身
の
回
り
の
仕
ボ

ー
、
自
立
し
て
い
る

食
事
、
入

浴
、
洗
面
、
着
畏
、
携
硬
簿
の
日
常
生

活
に
つ
い
て
、
由
発
的
に
身
の
回
り
の

仕
未
を
し
て
い
る
も
の
を
い
う
り

2
、
い
く
ら
か
介
助
が
い
る

上
記

日
常
生
沽
は
一
応
自
ら
し
て
い
る
が
、

身
辺
の
こ
ζ
に
あ
ま
り
注
意
を
払
わ

ず
、
着
衣
等
が
不
耀
で
だ
ら
レ
な
く
な

り
や
す
く
時
に
介
助
を
珍
聚
と
ず
る
も

の
を
い
う
。

3
、
介
助
が
い
る

上
配
昌
常
生
緬

に
つ
い
て
常
に
周
囲
の
煮
の
介
切
を
必

要
と
写
る
も
の
を
い
う
。

社
会
人
と
し
て
の
状
瀬

1
、
自
乱
し
て
い
る

他
吾
の
擾
助

を
堂
げ
な
い
ご
自
う
仕
舶
砿
ど
を
座
行

し
得
る
⑲
の
を
い
う
、

2
、
他
賓
の
支
撮
が
い
る

自
図
は

し
て
い
な
い
が
他
看
の
支
狩
の
も
と
も

仕
事
等
を
超
仔
し
縛
る
も
の
を
い
う
。

3
、
働
い
て
い
な
い

仕
会
的
に
み

て
仕
事
`
い
え
る
も
の
を
£
魚
し
て
い

な
い
も
の
。

病
峰
病
歴
欄
甲
発
洒
以
米
の
経
滋
、
現
在

の
助
見
は
な
る
べ
く
良
体
的
に
配
人
∫

る
.
專
門
繭
食
員
の
診
断
そ
の
他
の
慧

見
は
、
こ
の
調
庫
に
お
い
て
の
診
断
別

分
垂

準
に
よ
る
こ
と
な
く
詳
し
い
病

名
を
謁
人
す
る
。
な
お
へ
二
つ
以
上
の

病
着
が
っ
け
ら
れ
る
と
さ
は
二
つ
以
上

の
病
名
を
併
記
す
る
.

そ
の
懊
」
の
個
人
票
年
成
上
の
参
考

と
な
る
べ
き
意
兄
を
自
由
に
副
入
す

る
。
5
、
調
査
終
了
後
の
借
艦

①
本
網
査
は
被
調
禽
者
の
人
櫓
に
深

く
か
か
わ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
蓼

傑

持
に
闘
し
て
の
鰐
皮
の
圧
窟
を
は
か
る

}と
。
②
導
門
醐
査
貝
が
用
い
た
聖
付
用
被

調
査
者
名
薄
の
コ
ピ
ー
及
び
個
人
費
作

成
に
か
か
わ
る
ト
醤
き
メ
モ
頚
等
は
調

賓
終
了
後
た
だ
ち
に
破
葉
す
る
こ
と
。

③
鋼
査
終
了
後
、
馨
門
調
糞
員
と
社

会
胴
査
員
は
協
力
し
て
個
人
票
の
内
筍

を
検
鵡
し
、
所
短
の
牧
致
が
あ
る
か
否

か
点
馨

る
。

④
闘
査
祭
の
険
訂
が
終
っ
た
な
ら

ば
、
專
門
調
査
賃
と
莫
異調
査
員
は
個

人
票
を
講
査
終
了
後
遷
く
ζ
も
一週
闘

以
内
に
保
催
所
に
提
出
す
る
、

姻
則
精

神
衛

生
実
態

調
査

の
概
要

㎜

一
、
目
的

精
神
衡
生
実
態
調
査
は
昭
和
29
年
お

よ
び
昭
和
鵠
年
に
実
癒
し
た
。

前
回
調
査
の
昭
和
飽
年
以
降
、
生
石

環
境
の
急
激
な
変
化
は
健
康
の
一
側
面

で
あ
る
精
伸
鰹
康
の
面
に
も
新
た
な
問

題
を
生
ん
で
い
る
。
な
か
で
も
精
神
陣

轡
者
の
社
会
復
帰
を
中
心
と
す
る
地
域

社
会
の
現
状
に
対
応
し
た
、
適
切
な
医

塗
福
祉
の
鑑

が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。こ
の
た
め
国
民
の
健
康
に
関
す
る
調

査
の
一
環
と
し
て
本
調
査
を
行
な
い
、

糟
神
障
冨
智
の
医
学
的
、
社
会
的
、
経

済
的
な
実
態
を
把
え
、
社
会
環
境
の
推

移
に
対
応
し
た
糟
神
衛
生
対
策
(サ
ー

ビ
ス
)
の
基
礎
資
料
と
憂
る
。

二
、
調
査

の
対

象
お
よ

び
容
体

全
国
の
媒
冊
を
調
査
対
象
と
し
、
厚

外
統
計
櫻
本
地
区
調
査
の
調
査
区
よ
り

層
化
無
作
為
抽
出
し
た
六
〇
〇
単
位
区

内
の
全
世
帯
を
醐
卑
各
体
と
す
る
、

壮
゜
一
地
区
約
25
世
帯
(全
世
帯
構

成
員
約
九
〇
人
)

六
Q
O
地
区
絢
一
ム
、
0
0
Q
眩
帯

(調
食
客
偉
世
帯
桝
成
鼠
約
#
四
、
0

0
0
ご一一一、
調

査

の
方
法

お
よ

び

時
期

①
調
査
の
方
法

函
民
の
健
康
に
関
ぢ
る
藩
合
嗣
血
と

し
再

な
う
。

注

本
年
の
夷
態
調
査
は
孤
の
』
凋

査
よ
り
な
っ
て
い
る
。

ア
・
国
氏
健
康
調
査
(戸
弓
省
汽
d

調
査
部
管
理
課
主
管
)

イ
・
保
険
衛
㌦
轟
礎
調
査
(厚
生
首

私
計
調
査
部
衛
弓
統
酢
課
r
管
)

ウ
。
国
民
栄
餐
調
査
(μ
括
省
公
衆

衛
牛
局
栄
鰹
課
t
智
)

エ
・
結
核
実
態
調
糞
Ω
櫛璽
古
公
衆

衛
生
局
結
核
予
防
課
1
営
)

オ
・積
神
衛
凱
実
憩
調
査

へ厚
生
釜
公

衆
繭
生
局
梢
神
衛
彗
課
1
管
)

②
調
査
の
詩
期

昭
相
46
年
10
月

墓
礎
調
査
(園
民
健
康
調
鳶
)
m
月

-
目
(
月
)
～
3
日
(水
)
。

専
門
碑
血
10
月
胸
〕
(
水
)
～
01
日

(火
)四
、
調
査

の
種

類

の
基
硯
調
査

国
民
健
康
調
査
の
調
宜
結
果
を
酒
用

す
る
D

ω
専
門
胴
査

柑
帯
構
成
員
全
貴
の
面
接
凋
査

(合

同
検
診
。
訪
問
等
に
よ
る
)
に
よ
り
観

人
票
を
作
成
す
る
。

五
、
調
査
事
項

調
査
筋
頂
は
個
人
寮
の
事
項
と
す
る

(付
参
照
)

六
、
調

査
員

〈
略

〉

七

、
調
杏
越
機
関
門
〈
略
〉

八

、
調
査
機
関

の
任
務

Φ
都
底
府
只

こ
の
調
査
の
全
般
指
導
監
督
を
行
な

う
。②
保
健
所
長

1
、
こ
の
醐
査
を
冥
施
す
る
⊥
で
、

}こ
の
地
区
の
芙
際
上
の
指
撞
監
督
に
あ

た
る
。
2
、
自
か
ら
を
班
長
と
し
、
専
門
調

査
員
、
社
A減
鯛査
員
等
を
班
員
と
す
る

精
神
衛
生
実
態
願
葦
調
査
班
を
編
成

し
、
こ
の
調
査
の
円
滑
な
突
施
を
は
か

る
。3
、
こ
の
調
査
終
了
後
個
人
衆
を
と

り
ま
と
め
て
頓
討
し
、
定
め
ら
れ
た
送

付
手
続
に
よ
っ
て
都
道
府
県
に
送
付
す

る
。③
豊
門
調
査
員

(塘
神
神
経
科
医

師
)
及
び
社
会
鯛
査
員

(保
健
婦
及
び

精
神
衛
生
相
談
貝
)

-
、
専
門
調
査
蹟
及
び
社
会
調
査
員

は
都
遣
府
県
よ
り
翼
査
員
証
を
交
付
さ

れ
る
か
ら
、
綱
査
の
際
は
必
ず
携
行
す

る
。2
、
尊
門
調
査
員
及
び
社
会
調
査
員

は
調
査
山
必
要
な
質
間
を
す
る
こ
と
が

出
来
る
。

3
、
暮
門
調
査
員
及
び
社
会
翻
査
員

は
保
健
所
長
を
班
長
と
す
る
糟
禅
衛
生

爽
態
調
査
班
を
編
成
し
、
調
査
開
始
前

に
調
査
の
実
施
に
関
し
て協
鶉

な

う
。4
、
世
彬
員
全
猷
に
面
撰
し
て
罵
査

を
行
な
う
。
そ
の
糖
果
、
精
補
障
冨
者

羨

め
b
れ
る
者
に
つ
い
て
、
個
人
票

を
作
厩
葛

5
、
医
療
施
設
に
入
院
中
の
も
の

で
、
糟
繍
障
吾
の
疑
い
あ
る
者
に
つ
い

て
、
必
題
あ
る
場
合
は
專
門
調
査
員
が

自
ら
出
向
い
て
調
責
し
、
又
は
書
面
で

必
竪
な
事
項
を
当
該
施
設
に
照
会
し
て

回
答
集

碧

。

6
、
調
査
終
了
歳
、
側
人
其
乃
内
容

を
検
討
し
、
一
週
間
以
内
に
調
査
地
区

を
管
轄
す
る
保
健
所
に
提
出
す
る
。

九
、
調

査
結
果

の
集
計

及

び
公
表

①
築
計
は
厚
㌦
省
に
お
い
て
行
な

う
。②
集
副
紹
果
は
速
か
に
鰺
生
省
か
ら

発
表
す
る
。

・

参加企 業一覧

椿本チェイン旭化成工業

東京海上火災保険稲畑産業

東京芝浦電気岡三誕券

 

、

圭
+
虫
目

寺 「Σ■

圏

"

　

東京藤井沖電気工業

ア イ・ピー ・エム

信用銀行

 

期

券

長

謹

本

本

村

日

日

鐘淵化学工業
'

協和醗酵工業

成工業

真 フィルム

 

咲

化

写

野

花

神戸製鋼所

 

O

立

士

日火災保険

 

行

上

銀

海

玉

友

埼

住

、

↓星

富

三井信託銀行

友信託銀行

一勧業銀行

三井造船

 

鋼

住

第

現代社会への提言/74O就 職問題"の混乱を学生の側からとらえ直じ、求人企業に問題提起をもとめました。

大同製

学

行

東圧化

信託銀

 

井

田

三

安

ダイキン工業

大和銀行

命

券

生

讃

善

安田

山一

山

大和謹券

信託銀行

田化工建設
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●表面的なデータはかりの求人広告ではありません、高度な"読み、考える情報"で す。

●全国12大 学の学生の自主的編集によって、はじめて誕生 した新しい`i就職情報"で す。

●あなたの大学でも、近 く配布が始まります。是非御一読下さるようお願いします。

編集・発行大 学 情 報 セ ン タ ー

(アイ ウエ オ順)
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